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９
月
定
例
会
は
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
行

う
中
、
１
日
か
ら
22
日
ま
で
の
22
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
た
。

　
町
か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
報
告
５
件
、
条
例
４
件
、
決
算
の
認

定
10
件
、
補
正
予
算
７
件
、
そ
の
他
２
件
。
28
件
す
べ
て
原
案
ど
お
り

可
決
、
認
定
し
た
。

　
請
願
５
件
の
内
３
件
採
択
、
陳
情
２
件
は
、
不
採
択
と
し
た
。

令和3年度一般・特別・公営企業会計の決算を認定
新型コロナウイルス感染症に係る特別定額給付金給付事業の皆減等により、

一般会計は  歳入・歳出決算額が
前年度に比べ大幅に減少

歳入 94億2621万円 歳出 86億373万円

町税 11.3%
10億6176万円

その他 14.9%
14億630万円

寄付金 5.1%
4億8394万円

自主財源

義務的経費

依存財源

人件費 16.6%
14億2975万円

扶助費 7.9%
6億8126万円

普通建設事業費 13.2%
11億3672万円

補助費等 23.4%
20億1021万円

公債費 12.5%
10億7849万円

その他 26.4%
22億6729万円

地方交付税 40.5%
38億1360万円

国・県支出金 14.5%
13億6947万円

町債 9.2%
8億7050万円

その他 4.5%
4億2064万円

特別会計決算　令和3年度決算総括表� （単位：千円）

区分
会計 歳入決算額 歳出決算額

からまつの丘地区汚水処理場管理事業 2,385 1,026
訪問看護ステーション 61,300 41,513
国民健康保険事業 1,380,716 1,326,793
後期高齢者医療 163,414 163,251
介護保険事業 1,318,592 1,315,132
住宅地造成事業 15,736 55

特別会計合計 2,942,143 2,847,770

公
営
企
業
会
計�

（
当
年
度
純
利
益
）

　
病
院
事
業
会
計�

１
９
９
６
万
円

　
水
道
事
業
会
計
（
牟
礼
・
三
水
合
計
）�

�

３
４
６
９
万
円

　
下
水
道
事
業
会
計�

１
億
１
３
０
３
万
円

（
一
般
会
計
か
ら
他
会
計
負
担
金
・
補
助

金
と
し
て
病
院
に
４
億
３
０
１
９
万
円
、

水
道
に
７
１
０
８
万
円
、
下
水
道
に
４
億

４
６
２
２
万
円
を
繰
り
出
し
て
い
る
。）

＜用語解説＞
自主財源＝�自治体が自主的に収入する財源で、この財源の多寡が、行政活動の自主性と安定性を確保して

いるかどうかの尺度となる。
依存財源＝国、県などにより定められた額が交付されたり、割り当てられる財源。
義務的経費＝人件費、扶助費、公債費。

提出議案の数字を使用。四捨五入の位の関係で他ページや「いいづな通信」とは合致しない。
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町
全
体
の
地
方
債
残
高
は
１
３
１

億
８
８
０
０
万
円
（
前
年
比
８
億

４
２
０
０
万
円
減
）
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
介
護

保
険
事
業
で
基
金
の
取
り
崩
し
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
黒
字
決
算
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
企
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
一
般

会
計
負
担
金
が
あ
り
黒
字
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
一
般
会
計
負
担
金

の
額
は
、
病
院
事
業
が
２
億
８
５

０
０
万
円
、
水
道
事
業
が
１
５
０

０
万
円
、
下
水
道
事
業
が
３
憶
３

２
０
７
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
病
院
事
業
は
、
依
然
コ
ロ
ナ
の

影
響
は
続
い
て
い
る
が
前
年
よ
り

医
療
収
益
は
増
加
し
て
お
り
、
ま

た
コ
ロ
ナ
関
連
の
補
助
金
等
が
１

億
２
０
０
０
万
円
あ
り
、
前
年
よ

り
経
営
状
況
は
改
善
し
て
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
、
下
水
道
事
業
と
も

に
現
金
支
出
を
伴
わ
な
い
減
価
償

却
費
を
除
け
ば
黒
字
に
な
っ
て
お

り
、
運
転
資
金
は
賄
え
て
い
ま
す
。

将
来
の
設
備
投
資
の
た
め
の
減
価

償
却
費
分
を
い
か
に
回
収
す
る
か

が
課
題
と
言
え
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
の
決

算
額
は
、
歳
入
が
94
憶
２
６
０
０

万
円
、
歳
出
が
86
憶
４
０
０
万
円

で
あ
り
、
歳
入
歳
出
差
引
額
８
億

２
２
０
０
万
円
の
黒
字
と
な
り
、

飯
綱
町
の
財
政
基
盤
が
強
化
さ
れ

ま
し
た
。

　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
や
固
定
資
産
税
の
評
価
替
え

に
よ
り
町
税
等
基
礎
的
収
入
が
前

年
比
１
・
７
％
減
少
し
た
こ
と
は

残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、
寄
附
金

（
ふ
る
さ
と
納
税
）
が
前
年
よ
り

１
億
４
０
０
０
万
円
増
加
し
て
い

る
こ
と
は
明
る
い
材
料
と
言
え
ま

す
。

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
予
算
額
よ

り
９
億
２
８
０
０
万
円
少
な
い
支

出
と
な
っ
て
い
ま
す
。
歳
出
が
減

少
し
た
理
由
は
、
経
費
の
節
約
等

に
よ
る
も
の
と
コ
ロ
ナ
対
策
に
よ

り
事
業
を
変
更
し
て
不
用
額
と
な

っ
た
も
の
で
あ
り
、
評
価
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

　
地
方
債
に
つ
い
て
は
、
庁
舎
建

設
等
が
あ
り
地
方
債
を
８
億
７
０

０
０
万
円
起
債
し
ま
し
た
が
、
返

済
は
順
調
行
わ
れ
て
お
り
、
飯
綱

令
和
３
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計

　
決
算
審
査
報
告
書
（
抜
粋
）

�

代
表
監
査
委
員��

山
浦�

修

令和４年度　9月定例会　議案に対する各議員の賛否結果　（〇賛成 ●反対）

議　　案　　名 表決
結果

議案

飯綱町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
飯綱町職員の降給に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
飯綱町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
飯綱町防災会議条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和３年度飯綱町一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和３年度飯綱町からまつの丘地区汚水処理場管理事業特別会計歳
入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和３年度飯綱町訪問看護ステーション特別会計歳入歳出決算の認
定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和３年度飯綱町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和３年度飯綱町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ －
令和３年度飯綱町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和３年度飯綱町住宅地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和３年度飯綱町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和３年度飯綱町病院事業会計決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和３年度飯綱町下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定に
ついて 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和４年度飯綱町一般会計補正予算（第６号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和４年度飯綱町訪問看護ステーション特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和４年度飯綱町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和４年度飯綱町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ －
令和４年度飯綱町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和４年度飯綱町水道事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和４年度飯綱町下水道事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
物品購入契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

諮問 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任 ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

請願

えん罪被害者を一刻も早く救済するために再審制度の速やかな改正を
求める請願書 不採択 ● ○ ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ○ ● －
義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書採択を求める請願 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ －
「国の責任による『20人学級』を展望した少人数学級のさらなる前進」を
求める請願 不採択 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● －
国の教育予算を増やして「高校無償化」を復活し、給付奨学金制度の
確立を求める請願 採択 ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● －
地域高校の存続と30人規模学級を求める請願 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

陳情
女性トイレの維持及びその安心安全の確保についての陳情 不採択 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● －
沖縄を「捨て石」にしない安全保障政策を求める意見書の提出を求める
陳情 不採択 ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● －

発議
義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ －
国の教育予算を増やして「高校無償化」を復活し、給付奨学金制度の
確立を求める意見書案 可決 ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● －
地域高校の存続と30人規模学級を求める意見書案 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

※採択された請願は、関係機関に意見書を提出しました。
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回
答　

３
園
共
通
の
職
員
と

し
て
配
置
。
事
務
や
就
学
相
談
、

支
援
会
議
出
席
、
関
係
機
関
と

の
連
絡
調
整
、
保
小
接
続
等
の

業
務
を
行
っ
た
。

衛
生
費

最
終
処
分
場
候
補
地
の

�

状
況
は

　

  　
可
燃
ご
み
最
終
処
分

場
の
候
補
地
の
検
討
状
況
は
。

質
問

回
答　

長
野
広
域
連
合
の
管

内
６
か
所
の
候
補
地
の
中
か
ら
、

最
終
的
に
決
定
す
る
の
は
令
和

７
年
度
。
町
と
し
て
は
、
地
蔵

久
保
地
区
の
山
林
を
候
補
地
と

し
て
報
告
済
。

保
健
補
導
員
の
活
用
を

　

  　
な
り
手
不
足
の
対
策

と
し
て
、
広
域
か
ら
選
出
と

い
う
体
制
は
ど
う
か
。

質
問

の
た
め
、
今
後
は
積
極
的
に
周

知
し
、
利
用
促
進
に
つ
な
げ
た

い
。
牟
礼
駅
か
ら
の
二
次
交
通

と
し
て
観
光
事
業
者
か
ら
の
要

望
も
あ
る
た
め
、
継
続
運
行
し

た
い
。

民
生
費

結
婚
相
談
事
業
の
実
績
は

　

  　
結
婚
相
談
所
運
営
事

業
委
託
費
は
２
０
０
万
円
。

実
績
は
。

質
問

回
答　

委
託
料
は
賃
借
料
と

人
件
費
。
県
の
マ
ッ
チ
ン
グ
ア

プ
リ
を
推
進
し
て
お
り
、
今
年

に
入
り
２
人
が
成
婚
、
２
人
が

交
際
中
。

保
育
園
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
役
割
は

　
  　

保
育
園
に
配
置
さ
れ

た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役

割
は
。

質
問

回
答　

事
業
費
の
８
割
は
特

別
交
付
税
措
置
を
充
て
る
こ
と

が
で
き
る
。
公
的
支
出
の
範
囲

は
最
終
的
に
は
町
の
判
断
だ
が
、

で
き
る
限
り
町
民
要
望
に
沿
う

運
行
を
検
討
し
た
い
。

　

  　
ア
イ
バ
ス
コ
ネ
ク
ト

は
利
用
者
が
少
な
い
便
を
ま

と
め
る
等
、
継
続
運
行
す
る

た
め
の
見
直
し
を
。

質
問

回
答　

２
年
度
か
ら
実
証
実

験
を
開
始
し
た
が
、
周
知
不
足

回
答　

返
礼
品
の
傷
み
が
30

件
、
輸
送
中
の
事
故
が
13
件
、

発
送
ミ
ス
が
３
件
、
重
さ
不
足

が
２
件
、
そ
の
他
見
た
目
の
悪

さ
、
味
で
８
件
。
対
策
と
し
て
、

返
礼
品
の
規
格
等
を
決
め
て
農

家
に
依
頼
し
て
い
る
。

　

  　
ふ
る
さ
と
振
興
公
社

が
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
に
参

画
す
る
こ
と
に
伴
い
、
返
礼

品
の
品
質
確
保
の
対
応
は
。

質
問

回
答　

公
社
管
理
の
サ
イ
ト

は
現
状
、
公
社
商
品
の
み
の
登

録
。
希
望
が
あ
れ
ば
登
録
の
う

え
掲
載
可
。
３
年
度
ま
で
は
カ

ン
マ
ッ
セ
基
準
に
よ
り
出
品
。

統
一
し
た
品
質
確
保
が
で
き
る

と
考
え
る
。

ア
イ
バ
ス
運
行
補
助
の

�

効
果
は

　

  　
ア
イ
バ
ス
運
行
へ
の

公
的
支
出
の
限
度
は
。

質
問

財
政

交
付
税
増
の
要
因
は

　

  　
標
準
財
政
規
模
が
前

年
度
対
比
で
増
。
交
付
税
額

増
の
要
因
は
。

質
問

回
答　

公
債
費
が
約
３
０
０

０
万
円
増
、
地
域
デ
ジ
タ
ル
社

会
推
進
費
が
約
２
７
０
０
万
円

増
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
係
る

臨
時
経
済
対
策
費
・
臨
時
財
政

対
策
債
償
還
基
金
費
で
約
１
億

２
８
０
０
万
円
増
、
地
域
振
興

費
も
大
幅
に
伸
び
た
こ
と
も
要

因
。総

務
費

ふ
る
さ
と
納
税�

�

返
礼
品
の
品
質
確
保
は

　

  　
ク
レ
ー
ム
発
生
率
と

そ
の
対
策
は
。

質
問

令
和
３
年
度
決
算
を
徹
底
チ
ェッ
ク

町
の
お
金
は
適
正
か
つ
効
果
的
に
使
わ
れ
た
か

▲�町ホームページより
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い
い
づ
な
大
学�

�
�

受
講
者
の
広
が
り
は

　

  　
多
く
の
方
の
学
び
の

場
に
な
っ
て
い
る
か
。

質
問

回
答　

シ
ニ
ア
世
代
の
活
動

の
場
に
は
な
っ
て
い
る
が
、
受

講
生
は
ほ
ぼ
横
ば
い
か
若
干
減

少
傾
向
。
内
容
の
創
意
工
夫
を

し
て
い
る
が
、
高
齢
の
方
が
多

く
、
活
動
自
体
は
停
滞
気
味
。

生
涯
学
習
全
体
の
活
性
化
を
図

る
。

特
別
会
計

訪
問
看
護�

職
員
体
制
は

　

  　
時
間
外
の
緊
急
呼
出

等
の
増
加
で
、
職
員
体
制
に

問
題
は
な
い
か
。

質
問

回
答　

現
在
は
５
名
の
看
護

師
で
対
応
し
て
い
る
。
増
員
に

向
け
募
集
し
て
い
る
が
応
募
が

な
い
。
飯
綱
病
院
と
の
人
事
交

流
、
ケ
ア
マ
ネ
資
格
所
持
者
の

増
員
も
検
討
し
て
い
る
。

国
保
税
率��

見
直
し
は

　

  　
国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
を
県
が
示
す
率
に
合
わ

せ
た
場
合
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

質
問

回
答　

町
の
税
率
は
平
成
30

年
度
か
ら
同
率
。
令
和
３
年
を

目
安
に
税
率
の
引
き
上
げ
を
検

討
予
定
だ
っ
た
が
、
見
直
し
を

せ
ず
据
置
と
し
た
。
県
が
示
す

基
準
に
合
わ
せ
る
と
税
率
が
上

が
る
。
見
直
し
は
慎
重
に
検
討

す
る
。

教
育
費

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員�
�

有
効
活
用
を

　

  　
報
酬
に
比
し
た
活
動

内
容
か
。

質
問

回
答　

３
年
度
は
活
動
実
績

が
少
な
か
っ
た
。
有
効
活
用
に

つ
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
等

を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
。
マ

ン
パ
ワ
ー
に
限
界
が
あ
る
た
め
、

多
様
な
労
働
力
を
広
く
活
用
で

き
る
「
援
農
セ
ン
タ
ー
」
の
よ

う
な
窓
口
機
能
を
作
り
、
運
営

し
て
い
く
こ
と
で
様
々
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
い
け
れ
ば
良
い
と

考
え
る
。

商
工
費

物
価
高
騰
等
へ
の��
�

支
援
策
は

　

  　
コ
ロ
ナ
関
連
の
応
援

チ
ケ
ッ
ト
事
業
に
該
当
し
な

い
業
種
へ
の
支
援
は
。

質
問

回
答　

３
年
度
は
飲
食
店
等

応
援
チ
ケ
ッ
ト
、
宿
泊
券
を
配

布
。
本
年
度
は
小
売
と
サ
ー
ビ

ス
業
の
応
援
チ
ケ
ッ
ト
を
配
布
。

農
業
者
へ
の
支
援
も
今
後
、
受

付
開
始
。
物
価
高
騰
が
続
く
場

合
、
第
２
弾
、
３
弾
の
支
援
も

検
討
し
て
い
く
。

販
路
が
大
き
な
柱
に
な
る
の
で
、

積
極
的
に
事
業
展
開
を
し
た
い
。

条
件
不
利
地
へ
の
支
援
は

　

  　
公
社
が
行
う
条
件
不

利
地
で
の
栽
培
や
荒
廃
地
予

防
・
遊
休
農
地
の
解
消
事
業

に
対
し
補
助
金
を
支
払
わ
れ

る
と
の
こ
と
。
条
件
不
利
地

で
耕
作
し
て
い
る
一
般
の
農

業
者
も
多
数
い
る
が
。

質
問

回
答　

公
社
は
性
質
上
、
収

益
性
の
上
が
ら
な
い
農
地
で
あ

っ
て
も
依
頼
が
あ
れ
ば
借
り
受

け
、
そ
の
結
果
、
農
業
部
門
の

経
営
が
厳
し
い
実
情
が
あ
る
。

一
般
の
農
業
者
の
条
件
不
利
地

等
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
現

状
を
調
査
し
、
検
討
す
る
。

援
農
組
織
の
統
合
は

　

  　
援
農
推
進
事
業
の
課

題
に
「
助
っ
人
ク
ラ
ブ
」
と

「
飯
綱
町
人
材
セ
ン
タ
ー
」

の
統
合
を
視
野
に
入
れ
る
と

記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
メ
リ

ッ
ト
は
。

質
問

回
答　

機
能
統
合
は
決
定
事

項
で
は
な
く
、
案
の
一
つ
。
会

員
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
中
、

農
家
の
ニ
ー
ズ
に
十
分
に
応
え

回
答　

現
在
、
補
導
員
は
１

１
６
名
。
高
齢
化
で
人
材
選
出

に
苦
慮
し
て
い
る
と
い
う
地
区

も
あ
り
、
区
長
・
組
長
会
で
保

健
補
導
員
の
あ
り
方
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
人
数
等

に
つ
い
て
も
今
後
、
検
討
す
る
。

　

  　
戸
別
訪
問
も
な
く
な

り
、
地
域
に
出
る
機
会
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
。
地
区
の

い
き
い
き
サ
ロ
ン
へ
の
参
加

な
ど
は
。

質
問

回
答　

健
康
増
進
の
た
め
活

躍
し
て
頂
い
て
い
る
の
で
、
活

性
化
で
き
る
対
策
を
講
じ
た
い
。

農
林
水
産
業
費

地
域
活
性
化
起
業
人�

�

活
用
の
効
果
は

　

  　
地
域
農
業
振
興
人
材

確
保
事
業
の
地
域
活
性
化
起

業
人
１
名
は
、
直
売
所
関
係

の
業
務
に
つ
い
て
い
た
と
の

こ
と
だ
が
、
実
績
は
。

質
問

回
答　

公
社
の
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト

の
充
実
等
に
従
事
。
ま
た
、
県

外
学
校
と
オ
ン
ラ
イ
ン
文
化
祭

を
開
催
。
時
代
の
流
れ
に
合
わ

せ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
係
の

回
数

■夜・朝　■深夜　■休日
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物
品
購
入
契
約
の
締
結
に
つ

い
て�

―
可
決

事
業
名

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
機
購
入
事
業

事
業
内
容

小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
購
入�

�

１
台

契
約
金
額�

２
７
５
０
万
円

相
手
方

�

長
野
安
全
自
動
車
株
式
会
社

令
和
３
年
度
飯
綱
町
下
水
道
事

業
会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び
決

算
の
認
定
に
つ
い
て�

―
認
定

概
要　
施
設
の
維
持
管
理
補
修

に
費
用
が
か
さ
み
、
一
般
会
計

か
ら
4
億
5
千
万
余
り
の
繰
り

入
れ
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

施
設
規
模
の
見
直
し
と
財
源
の

確
保
（
下
水
料
金
の
見
直
し
）

が
不
可
欠
で
あ
る
。

令
和
３
年
度
飯
綱
町
病
院
事

業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い

て�

―
認
定

概
要　
医
師
・
看
護
師
の
確
保

が
最
優
先
課
題
で
あ
る
。

　

  　
介
護
療
養
病
床
制
度

廃
止
へ
の
対
応
は
。

質
問

回
答　

地
域
医
療
構
想
で
も

対
応
を
求
め
ら
れ
て
お
り
、
令

和
５
年
度
末
ま
で
に
対
応
を
決

定
す
る
。

や
す
。

　

  　
消
防
委
員
に
議
会
議

員
は
い
る
の
に
、
防
災
会
議

に
議
会
議
員
が
い
な
い
の
は

何
故
か
。

質
問

回
答　

議
会
議
決
が
必
要
な

会
議
や
委
員
会
に
議
会
議
員
は

任
命
し
な
い
。

企
業
会
計
決
算

令
和
３
年
度
飯
綱
町
水
道
事
業

会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算

の
認
定
に
つ
い
て�

―
認
定

概
要　
土
橋
に
新
た
な
水
源
を

確
保
し
た
。
中
野
市
等
と
の
協

定
に
よ
り
、
日
量
１
３
０
０
㎥

を
利
用
で
き
る
。
老
朽
施
設
も

含
め
て
新
た
な
基
本
計
画
策
定

に
着
手
し
た
。

　

  　
有
収
率
69
％
は
、
３

割
も
失
っ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
大
変
な
無
駄
で
は
な
い

か
。
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
。 質

問
回
答　

石
綿
管
も
３
㎞
残
っ

て
お
り
、
全
体
的
に
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
の
が
原
因
で
あ
り
、

今
後
有
収
率
80
％
を
目
指
す
。

条
例
改
正

飯
綱
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例�

―
可
決

概
要

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
関
す

る
作
業
に
つ
い
て
町
長
が
定
め

る
と
き
は
、
防
疫
等
作
業
手
当

を
支
給
す
る
。

飯
綱
町
職
員
の
降
給
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例�

―
可
決

概
要

　
「
最
下
位
の
も
の
」
を
改
め
、

「
下
位
で
任
命
権
者
が
定
め
る

も
の
」
に
改
め
る
。

飯
綱
町
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例�

―
可
決

概
要

　
上
位
の
法
律
改
正
に
伴
う
非

常
勤
職
員
の
休
業
に
関
す
る
条

例
を
改
正
す
る
。

飯
綱
町
防
災
会
議
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例�

―
可
決

概
要

　
１
号
委
員
の
定
数
を
３
人
に
、

４
号
委
員
の
定
数
を
11
人
に
増

水道有収率80％を目指す

▲�水道の３割を漏水で喪失

▶�

購
入
予
定
の
小
型
除
雪
車�

（
同
型
の
Ｈ
Ｔ
Ｒ
１
４
８
）
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の
教
育
環
境
は
先
生
と
の
信

頼
関
係
。
不
祥
事
も
続
く
中

増
員
で
は
な
く
、
指
導
者
の

研
修
を
。

�
�

樋
口�

功

　

国
は
、
２
０
２
５
年
ま
で

に
全
小
学
校
で
35
人
学
級
に

す
る
。
こ
の
効
果
を
み
て
20

人
学
級
を
検
討
す
れ
ば
よ
い
。

現
段
階
で
は
緊
急
性
、
実
現

性
が
な
い
。

賛
成
討
論

�
�

中
井�

寿
一

　

生
徒
先
生
間
の
信
頼
関
係

は
、
少
人
数
の
方
が
結
び
や

す
い
。
現
在
の
年
金
制
度
が
、

若
い
世
代
か
ら
の
徴
収
な
の

で
、
教
育
に
も
っ
と
お
金
を

掛
け
て
も
よ
い
。

�
�

伊
藤�

ま
ゆ
み

　

長
野
県
は
、
独
自
予
算
で

中
学
3
年
ま
で
35
人
以
下
学

級
が
実
現
。
し
か
し
、
未
来

を
担
う
子
供
た
ち
の
教
育
環

境
整
備
は
、
国
が
責
任
を

も
っ
て
行
う
べ
き
だ
。

「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
堅
持
・
拡
充
を
求
め
る

意
見
書
」
採
択
を
求
め
る
請

願�

―
採
択

請
願
者　
飯
綱
町
教
職
員
組
合

執
行
委
員
長�

常
田�

高
登

　
教
育
の
機
会
均
等
と
そ
の
水

準
の
維
持
向
上
の
た
め
、
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持

し
負
担
率
を
２
分
の
１
に
復
元

拡
充
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

「
国
の
責
任
に
よ
る
『
20
人

学
級
』
を
展
望
し
た
少
人
数

学
級
の
さ
ら
な
る
前
進
」
を

求
め
る
請
願�

―
不
採
択

請
願
者　
長
野
高
教
組
北
部
高

等
学
校
分
会

執
行
委
員
長�

藤
松�

健
介

　
国
の
責
任
で
、
少
・
中
・
高

の
す
べ
て
で
「
20
人
学
級
」
を

展
望
し
た
、
少
人
数
学
級
の
前

進
と
義
務
標
準
法
・
高
校
標
準

法
を
改
正
し
た
教
職
員
定
数
改

善
計
画
を
求
め
て
い
る
。

反
対
討
論

�
�

中
島�

和
子

　
少
子
化
の
中
、
多
人
数
学

級
は
貴
重
な
経
験
。
最
大

反
対
討
論

�

中
島�

和
子

　

え
ん
罪
は
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。
専
門
性
の
高
い
手
続

き
改
正
は
、
専
門
知
識
が
無

い
た
め
判
断
が
難
し
い
。
地

方
議
会
で
の
審
議
は
重
く
権

限
に
属
さ
な
い
。

�
�

清
水�

滿

　

え
ん
罪
は
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。
だ
が
こ
の
案
件
に
つ

い
て
地
方
議
会
で
判
断
す
べ

き
範
囲
を
超
え
て
い
る
と
考

え
、
採
択
は
現
状
維
持
の
法

則
に
基
づ
き
反
対
。

賛
成
討
論

�
�

伊
藤�

ま
ゆ
み

　

罪
を
犯
し
て
い
な
い
人
が

誤
っ
た
捜
査
・
裁
判
に
よ
り
、

自
由
や
人
生
を
奪
わ
れ
て
し

ま
う
現
実
が
あ
る
。
他
人
事

と
し
て
見
な
い
ふ
り
を
し
て

は
い
け
な
い
。

�
�

中
井�
寿
一

　

民
主
主
義
下
に
あ
っ
て
、

議
会
に
権
限
が
無
い
云
々
の

言
い
訳
は
通
じ
な
い
と
思
う
。

え
ん
罪
が
無
く
な
ら
な
い
限

り
、
賛
成
で
あ
る
。

討　
論

令
和
３
年
度
飯
綱
町
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て�

―
認
定

�

反
対
討
論��

―��

小
林�

文
廣

　

自
治
会
活
動
助
成
金
、
自

治
会
に
交
付
、
広
報
議
会
だ

よ
り
等
未
配
布
１
２
２
世
帯

あ
り
、
区
・
組
は
責
務
を
果

し
て
い
な
い
、
公
共
福
祉
に

反
し
て
い
る
。

請
願
・
陳
情

え
ん
罪
被
害
者
を
一
刻
も
早

く
救
済
す
る
た
め
に
再
審
制

度
の
速
や
か
な
改
正
を
求
め

る
請
願
書�

―
不
採
択

請
願
団
体　
日
本
国
民
救
援
会

長
野
支
部
事
務
局
長

�

古
川�

多
磨
夫

　
再
審
請
求
手
続
き
に
お
け
る

全
面
的
な
証
拠
開
示
の
制
度
化
。

再
審
開
始
決
定
に
お
け
る
検
察

官
の
不
服
申
し
立
て
が
で
き
な

い
制
度
の
改
正
。
公
正
な
再
審

手
続
き
を
整
備
し
ル
ー
ル
を
つ

く
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
。

補
正
予
算

令
和
４
年
度
飯
綱
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

�

―
可
決

　
既
定
予
算
に
３
億
２
８
３
８

万
円
を
増
額
し
て
、
総
額
を
82

億
９
５
９
３
万
円
と
す
る
も
の
。

主
な
歳
入

･
地
方
交
付
税

�

３
億
６
３
４
８
万
円

･
繰
入
金

�

▲
２
億
円

･
繰
越
金

�

１
億
８
７
０
９
万
円

主
な
歳
出

･
予
備
費

�

１
億
３
１
８
９
万
円

･
総
務
費�

５
６
７
３
万
円

･
民
生
費�

３
８
１
２
万
円

（7）長野県　飯綱町議会だより

討
論
・
請
願



令
和
４
年
第
３
回
臨
時
会�

�

７
月
21
日
開
催

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）�

―
可
決

　
既
定
の
予
算
に
９
４
４
9
万

円
を
増
額
し
、
79
億
６
７
５
６

万
円
と
す
る
も
の
。

主
な
補
正
内
容

歳
入

･�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金�

７
６
１
７
万
円

･�

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時

特
別
給
付
金

�

７
７
０
万
円

歳
出

　
コ
ロ
ナ
対
策
事
業

･�

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時

特
別
給
付
金
事
業�

�
�

７
７
０
万
円

･�

り
ん
ご
っ
子
保
育
園
エ
ア
コ

ン
工
事
費�

１
５
０
５
万
円

･�

農
業
振
興
負
担
金
補
助
金�

農
業
収
入
の
申
告
額
に
応
じ

て
１
万
円
か
ら
30
万
円
の
範

囲
で
支
援
。�

３
０
０
０
万
円

･�

商
工
振
興
対
策
事
業�

�

一
律
1
人
当
た
り
３
千
円
分

の
商
品
券
配
布
。�

�
�

４
１
０
０
万
円

定
で
あ
り
、
公
共
施
設
、
大

規
模
店
等
の
男
女
共
用
型
ト

イ
レ
設
置
を
加
速
化
さ
せ
る

と
は
考
え
づ
ら
い
た
め
。

沖
縄
を
「
捨
て
石
」
に
し
な

い
安
全
保
障
政
策
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳

情�

―
不
採
択

陳
情
者　
辺
野
古
を
止
め
る
！

全
国
基
地
引
き
取
り
緊
急
連
絡

会　

�

福
本�

圭
介

　
沖
縄
を
「
捨
て
石
」
に
し
た

差
別
的
な
安
全
保
障
政
策
を
や

め
る
こ
と
。
辺
野
古
新
基
地
建

設
を
断
念
す
る
こ
と
。
普
天
間

基
地
は
「
本
土
」
に
引
き
取
り

日
本
全
体
で
問
題
解
決
す
る
こ

と
を
求
め
て
い
る
。

反
対
討
論

�
�

原
田�

幸
長

　

沖
縄
の
基
地
問
題
を
含
め

た
沖
縄
振
興
策
な
ど
、
様
々

な
観
点
か
ら
取
り
組
む
こ
と

が
「
捨
て
石
」
に
し
な
い
こ

と
と
捉
え
る
。

人
事
案
件�

―
同
意

人
権
擁
護
委
員

　
　
久
遠
春
美
氏

女
性
ト
イ
レ
の
維
持
及
び
そ

の
安
心
安
全
の
確
保
に
つ
い

て�

―
不
採
択

陳
情
者　
女
性
ス
ペ
ー
ス
を
守

る
会
―
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
法
案
に
お
け

る
「
性
自
認
」
に
対
し
慎
重
な

議
論
を
求
め
る
会
―

代
表　
飯
野�

香
里
・
井
上�

恵

子
・
永
田�

マ
ル
・
山
田�

響
子

　
厚
生
労
働
省
は
、
労
働
安
全

衛
生
規
則
第
６
２
８
条
及
び
事

務
所
衛
生
基
準
規
則
第
17
条
所

定
の
事
業
所
ト
イ
レ
に
お
け
る

大
原
則
で
あ
る
「
男
性
用
と
女

性
用
に
区
別
し
て
設
け
る
こ

と
」
に
つ
き
、
今
後
と
も
こ
れ

を
崩
さ
な
い
こ
と
。

　
国
（
内
閣
府
）
は
公
的
な
建

物
内
、
公
衆
便
所
や
大
規
模
小

売
店
舗
等
の
不
特
定
多
数
が
使

う
ト
イ
レ
に
つ
き
、
女
性
ト
イ

レ
は
す
べ
か
ら
く
維
持
し
、
ま

た
こ
れ
ら
ト
イ
レ
に
お
い
て
、

女
性
の
安
心
安
全
と
い
う
権
利

法
益
を
守
る
べ
く
諸
方
策
を
取

る
よ
う
意
見
書
を
求
め
て
い
る
。

反
対
討
論

�
�

瀧
野�

良
枝

　

陳
情
根
拠
の
規
則
改
正
は
、

少
人
数
作
業
場
で
の
例
外
規

地
域
高
校
の
存
続
と
30
人
規

模
学
級
を
求
め
る
請
願

�

―
採
択

請
願
者　
長
野
高
教
組
北
部
高

等
学
校
分
会

執
行
委
員
長　
　
藤
松�

健
介

　
地
域
高
校
の
存
続
と
30
人
規

模
学
級
を
求
め
る
意
見
書
を
長

野
県
教
育
委
員
会
へ
提
出
を
求

め
て
い
る
。

▶�

地
域
の
人
の
応
援
の
中
、力
強

い
北
部
高
校
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス

�

清
水�

滿

　

少
人
数
学
級
の
効
果
と
必

要
性
は
、
先
行
し
各
県
で
少

人
数
学
級
を
導
入
。
そ
の

事
例
で
学
力
向
上
・
い
じ
め

等
が
減
少
・
学
習
意
欲
が
高

ま
っ
た
と
実
証
さ
れ
て
い
る
。

国
の
教
育
予
算
を
増
や
し
て

「
高
校
無
償
化
」
を
復
活
し
、

給
付
奨
学
金
制
度
の
確
立
を

求
め
る
請
願�

―
採
択

請
願
者　
長
野
高
教
組
北
部
高

等
学
校
分
会

執
行
委
員
長　
　
藤
松�

健
介

　

国
は
教
育
予
算
を
増
や
し
、

「
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
」

の
所
得
制
限
を
や
め
、「
高
校

生
等
奨
学
給
付
金
を
拡
充
す
る

と
と
も
に
、
給
付
奨
学
金
制
度

の
確
立
を
求
め
て
い
る
。

賛
成
討
論

�
�

伊
藤�

ま
ゆ
み

　

安
心
し
て
学
べ
る
環
境
整

備
は
、
多
様
な
人
材
育
成

の
上
で
も
国
の
責
務
で
あ
る
。

収
入
の
多
い
方
は
税
と
し
て

納
め
て
お
り
、
授
業
料
は
平

等
で
あ
る
べ
き
。

第 68 号（8）
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清水�憲和さん
（栄町）

青山 弘議員  10  ページ
ふるさと振興公社の経営は順調か

石川 信雄議員  14  ページ
１　地域芸能は
２　職員の配置と人材育成は

風間 行男議員  11  ページ
１　元気な農業者育成事業補助金の見直しを
２　住宅リフォーム支援補助金は
３　牟礼地区の農業用水路の維持管理は

瀧野 良枝議員  15  ページ
１　地域内の育児援助活動の推進を
２　部活動の地域移行の方向性は

原田 幸長議員  12  ページ
１　児童クラブの利用は
２　公立中学の部活動改革は

中井 寿一議員  16  ページ
福井団地内の太陽光発電施設計画は

樋口 功議員  13  ページ
牟礼地区及び三水地区の水道事業の経営を��
統合することは

伊藤 まゆみ議員  17  ページ
１　犯罪被害者等支援条例の制定を
２　町長の政治姿勢を問う

一般質問  まち、人、しごとを質す 8人が登壇

•�一般質問は、議員が町の行政全般にわたり、執行機関に疑問点を質し、所信の表明を求めるものです。
•�一般質問の詳細については、ホームページ、議事録でご覧になれます。
•�一般質問の原稿は各議員が責任をもって編集しています。

「
も
っ
と
議
員
さ
ん
を

使
お
う
」
と
い
っ
て
も
〝
裏

口
入
学
〟
の
斡
旋
を
頼
む

と
い
う
よ
う
な
悪
用
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
議
会
モ
ニ

タ
ー
を
委
嘱
さ
れ
て
か
ら

４
年
間
、
今
春
終
了
と
な

り
ま
し
た
が
、
そ
う
い
え

ば
一
度
も
傍
聴
し
た
こ
と

が
無
い
と
い
う
厚
顔
無
恥

さ
に
気
づ
き
、
一
般
質
問

の
１
日
目
５
名
の
議
員
さ

ん
の
質
問
を
拝
聴
。
町
民

の
皆
さ
ん
の
中
に
は
民
間

企
業
に
お
勤
め
経
験
が
あ

り
売
上
拡
大
や
原
価
低
減

等
の
会
議
の
中
で
上
司
か

ら
厳
し
い
指
摘
を
経
験
さ

れ
た
方
も
多
く
い
ら
っ
し

ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
議

員
さ
ん
の
質
問
は
、
町
政

に
対
す
る
政
策
提
言
や
経

費
削
減
等
の
厳
し
い
質
問

も
あ
り
、
町
や
職
員
の
方

に
あ
る
種
の
緊
張
感
を
与

え
る
よ
う
な
、
そ
れ
ぞ
れ

が
よ
く
調
査
・
研
究
さ
れ

た
結
果
で
あ
っ
た
と
感
じ

た
次
第
。
ま
た
、
新
し
い

モ
ニ
タ
ー
の
方
の
意
見
を

見
る
と
、
各
議
員
の
日
常

活
動
が
知
り
た
い
と
の
意

見
が
あ
り
ま
す
が
、
一
方

で
は
議
員
さ
ん
側
も
住
民

の
方
の
意
見
・
要
望
を
知

り
た
が
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
議
会
傍
聴
は
議
員

さ
ん
を
知
る
機
会
に
も
な

り
、
お
互
い
が
意
見
や
情

報
交
換
を
図
る
中
で
、
自

分
た
ち
の
困
り
ご
と
や
問

題
解
決
の
実
現
に
つ
な
が

る
代
弁
者
と
な
る
よ
う
な

き
っ
か
け
作
り
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
も
っ
と
議
員

さ
ん
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

今
回
、
水
道
事
業
に
関
す

る
質
問
は
秀
逸
で
あ
っ
た

と
感
じ
ま
し
た
。

もっと議員さんを使おう

（9）長野県　飯綱町議会だより
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第
29
期
は
赤
字
決
算

青
山　
当
期
純
利
益
が
マ
イ
ナ

ス
８
６
９
万
円
だ
っ
た
。
こ
の

決
算
を
ど
う
考
え
る
か
。

町
長　
事
業
範
囲
が
拡
大
し
た

一
方
で
、
そ
れ
に
対
応
し
た
運

営
体
制
が
十
分
に
整
わ
な
い
状

況
の
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

売
り
上
げ
が
見
込
み
を
下
回
っ

た
た
め
に
、
マ
イ
ナ
ス
収
支
に

な
っ
た
。

資
本
金
を�

�
�

�

取
崩
し
始
め
て
い
る

青
山　
２
期
連
続
赤
字
で
あ
る
。

仮
に
会
社
の
借
り
入
れ
が
困
難

に
な
っ
た
時
の
町
の
対
応
は
。

町
長　
借
入
困
難
に
な
っ
た
時

と
い
う
仮
定
に
対
し
て
、
過
去

の
リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
教
訓
な
ど

も
踏
ま
え
る
中
で
、
町
が
資
金

注
入
等
を
す
る
こ
と
は
到
底
で

き
な
い
の
で
、
会
社
経
営
の
危

機
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
早
急
に

適
切
な
対
応
を
取
っ
て
い
く
こ

と
に
な
る
。

営
業
利
益
は��

�

マ
イ
ナ
ス
１
２
０
０
万
円

青
山　
９
事
業
の
内
４
事
業
だ

け
が
営
業
利
益
が
プ
ラ
ス
だ
。

も
っ
と
安
定
し
た
利
益
を
望
め

る
事
業
が
必
要
だ
と
思
う
が
見

解
は
。

町
長　
昨
年
度
か
ら
Ｅ
Ｃ
サ
イ

ト
に
よ
る
販
売
強
化
や
都
市
部

等
へ
の
商
流
構
築
な
ど
の
取
組

を
進
め
て
お
り
、
そ
こ
は
徐
々

に
効
果
が
表
れ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
新
た

な
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
公
社
で

運
営
す
る
準
備
を
進
め
て
お
り
、

こ
れ
に
よ
り
一
定
の
収
益
確
保

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

日
和
は
経
営
改
善
が
必
要

青
山　
日
和
は
大
き
な
赤
字
を

出
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
改

革
・
指
導
を
し
て
い
く
の
か
。

町
長　
日
和
に
つ
い
て
は
、
農

家
レ
ス
ト
ラ
ン
と
位
置
付
け
て

ス
タ
ー
ト
し
た
店
舗
な
の
で
、

メ
ニ
ュ
ー
の
内
容
や
宣
伝
の
方

法
と
か
、
経
営
の
ス
タ
イ
ル
と

か
は
大
い
に
研
究
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
目
指
す
と

こ
ろ
は
郷
土
食
的
な
メ
ニ
ュ
ー

を
出
す
食
堂
に
し
た
い
。

道
の
駅
構
想
は

青
山　
三
本
松
農
林
畜
産
物
直

売
施
設
に
つ
い
て
、
道
の
駅
構

想
の
進
捗
状
況
は
。

町
長　
現
状
は
見
通
し
が
立
た

な
い
状
態
に
あ
る
。
そ
こ
で
、

事
業
採
択
の
可
能
性
を
残
し
つ

つ
、
今
は
、
も
っ
と
「
む
ー
ち

ゃ
ん
」
に
お
客
に
寄
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
客
を
増
や
す
こ
と

を
考
え
た
い
。

経
営
面
の�

�
�

�

課
題
解
決
に
向
け
て

青
山　
コ
ン
サ
ル
な
ど
の
専
門

家
に
お
願
い
し
て
は
ど
う
か
。

副
町
長　
私
は
、
今
年
度
か
ら

代
表
取
締
役
会
長
を
町
長
か
ら

引
き
継
い
だ
。
経
営
状
況
に
つ

い
て
は
、
厳
し
い
状
態
で
あ
る

が
、
定
期
的
に
分
析
・
検
討
を

進
め
て
い
く
体
制
を
整
え
た
の

で
経
営
面
に
つ
い
て
改
善
・
向

上
を
図
っ
て
い
く
。

「
火
の
見
櫓
の
撤
去
を
急

ぎ
、万
全
な
安
全
管
理
を
」

��

こ
の
発
言
事
項
に
つ
い
て
は
、

時
間
配
分
が
う
ま
く
い
か
ず
今

回
は
、質
問
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ふるさと振興公社

経営は順調か
黒字に転換するよう取り組む

青山�弘議員

町
長

▲�今後の農業支援策にはかかせない振興公社
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補
助
金
の
見
直
し
を

風
間��

現
在
の
補
助
率
は
事
業

費
の
３
分
の
１
、
上
限
30
万
円
。

上
限
を
設
け
ず
事
業
費
の
20
％

と
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　
法
人
、
共
同
事
業
者
は

１
５
０
万
円
。
背
景
と
し
て
理

解
で
き
る
が
予
算
が
大
き
く
な

る
。
大
き
な
も
の
に
は
国
等
の

補
助
も
あ
る
、
１
０
０
０
万
以

上
の
も
の
に
は
も
う
少
し
考
え

た
い
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援

�

補
助
金
は

風
間　
補
助
金
申
請
を
先
着
順

と
し
て
の
応
募
の
た
め
、
早
朝

か
ら
並
ぶ
人
が
い
る
。
公
平
に

す
る
た
め
に
申
込
み
は
く
じ
引

き
に
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　
人
気
が
あ
り
要
望
の
多

い
事
業
だ
。
令
和
５
年
度
か
ら

当
初
予
算
で
、
補
正
と
合
わ
せ

た
も
の
に
し
た
い
。
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
は
店
舗
に
集
中
し
て

し
ま
う
の
で
少
し
休
み
、
公
平

性
が
保
て
る
よ
う
に
考
え
た
い
。

風
間　
工
事
の
事
前
着
工
が
あ

る
と
聞
く
が
、
対
応
は
ど
の
よ

う
に
さ
れ
て
い
る
か
。

産
業
観
光
課
長　
見
積
書
の
提

出
と
事
績
報
告
書
工
事
中
、
工

事
後
の
写
真
提
出
、
交
付
決
定

書
交
付
後
に
着
工
を
義
務
づ
け

て
い
る
。
業
者
へ
充
分
周
知
し

て
い
く
。
現
地
調
査
も
行
う
。

風
間　
事
前
着
工
防
止
の
た
め

に
は
決
定
通
知
書
の
時
に
現
場

確
認
は
ど
う
か
。

町
長　
申
請
者
も
承
知
し
て
い

る
こ
と
。
事
前
着
工
は
駄
目
。

あ
ま
り
ひ
ど
い
場
合
は
現
地
調

査
、
取
り
消
し
も
あ
る
。

牟
礼
地
区
の
農
業
用
水

路
の
維
持
管
理
は

風
間��

牟
礼
地
区
の
農
業
用
水

路
の
維
持
管
理
と
今
後
の
計
画

は
。

町
長　
ど
の
事
業
を
取
り
入
れ

る
か
検
討
し
、
計
画
的
に
実
施

し
た
い
。

風
間　
牟
礼
地
区
は
小
さ
な
農

業
用
水
路
が
点
在
し
て
お
り
課

題
が
山
積
し
て
い
る
。
修
繕
や

改
修
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

10
年
程
度
の
計
画
が
必
要
と
思

う
が
。

町
長　
三
水
用
水
は
県
営
事
業

２
本
。
芋
川
、
倉
井
、
国
営
事

業
な
ど
で
整
備
し
て
い
る
。
牟

礼
地
区
は
整
備
が
遅
れ
て
い
る
。

大
門
川
、
小
玉
用
水
、
平
出
は
、

県
営
で
防
災
、
減
災
事
業
が
あ

る
が
、
過
疎
指
定
さ
れ
た
の
で
、

ど
の
事
業
を
取
り
入
れ
る
か
検

討
し
、
計
画
的
に
実
施
し
た
い
。

農業育成事業補助金の見直しを
１０００万以上の農機具購入補助金
� 考えたい

風間�行男議員

町
長

▲�補助金申請は公平性が必要

▲�整備が望まれる用水路

▶�

Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
盗
難
防
止
付
の
１
１
５
０
万

円
の
コ
ン
バ
イ
ン
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児
童
ク
ラ
ブ
の�

�
�

利
用
に
つ
い
て

原
田　
７
月
28
日
に
教
育
委
員

会
か
ら
「
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
に

あ
た
っ
て
お
願
い
」
が
メ
ー
ル

配
信
さ
れ
た
。
県
独
自
の
医
療

ア
ラ
ー
ト
「
医
療
警
報
」
が
発

出
さ
れ
、
当
町
で
も
毎
日
の
よ

う
に
感
染
者
が
確
認
さ
れ
、
小

学
校
が
夏
休
み
に

入
っ
て
間
も
な
く

の
メ
ー
ル
配
信
は

時
期
的
に
適
切
だ

っ
た
か
。

教
育
次
長��
学
校

の
長
期
休
業
が
始

ま
る
前
に
、
学
校

を
通
じ
て
お
知
ら

せ
で
「
家
庭
で
過

ご
せ
る
場
合
は
ご

協
力
頂
き
た
い
」

旨
を
記
載
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
、

適
当
な
時
期
で
あ

っ
た
と
思
う
。

原
田��

「
児
童
ク

ラ
ブ
内
で
の
感

染
が
拡
大
し
た
場

合
は
、
児
童
ク
ラ

ブ
を
閉
室
す
る
場

合
が
あ
る
」
と
記

載
さ
れ
て
い
る
が
、

小
学
校
で
の
学
級
閉
鎖
と
同
じ

基
準
で
の
対
応
か
。

教
育
次
長��

児
童
ク
ラ
ブ
で
の

閉
室
に
つ
い
て
の
基
準
は
な
い
。

児
童
福
祉
法
が
定
め
る
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
で
、
関
係

す
る
省
庁
は
厚
生
労
働
省
。
児

童
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
の
で
、

保
護
者
が
昼
間
家
庭
に
い
な
い

も
の
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
な

り
、
児
童
ク
ラ
ブ
と
小
中
学
校

で
は
全
く
異
な
る
対
応
。

原
田��

今
年
の
夏
は
気
温
の
高

い
日
が
続
い
た
。
３
つ
の
密
を

回
避
す
る
意
味
で
、
体
育
館
へ

移
動
式
ス
ポ
ッ
ト
エ
ア
コ
ン
設

置
の
予
定
は
あ
る
か
。

教
育
次
長��

児
童
ク
ラ
ブ
の
利

用
の
み
で
体
育
館
に
ス
ポ
ッ
ト

エ
ア
コ
ン
等
の
設
置
は
考
え
て

い
な
い
。

公
立
中
学
の
部
活
動�

改
革
に
つ
い
て

原
田��

公
立
中
学
の

部
活
動
改
革
を
２
０

２
５
年
度
末
ま
で
に

休
日
は
、
地
域
団
体

へ
委
ね
る
べ
き
と
の

提
言
が
あ
り
、
２
０

２
３
年
か
ら
２
０
２

５
年
度
を
改
革
集
中

期
間
に
設
定
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
来
年

度
の
予
算
措
置
は
。

教
育
次
長　

�

関
係

者
に
よ
る
準
備
委
員

会
の
立
ち
上
げ
を
早

急
に
進
め
る
予
定
。

関
係
す
る
予
算
措
置

を
行
い
、
そ
の
他
の

必
要
な
措
置
で
は
今

年
度
の
補
正
対
応
も

必
要
に
な
っ
て
く
る
。

原
田��

飯
綱
中
学
校
で
の
教
員

が
部
活
動
で
の
長
時
間
労
働
の

実
態
は
あ
る
か
。

教
育
長��

長
い
部
活
動
の
歴
史

の
中
で
、
加
熱
し
土
日
も
な
く

や
り
、
教
員
も
大
変
だ
け
ど
子

供
も
大
変
。
そ
う
い
う
こ
と
の

な
い
よ
う
に
改
善
は
し
て
い
る
。

し
か
し
依
然
と
し
て
学
校
の
部

活
動
は
、
先
生
た
ち
の
ほ
ぼ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
近
い
活
動
に
支

え
ら
れ
て
い
る
。

中学校の部活動改革を着実に
準備委員会の立ち上げを早急に行う

原田�幸長議員

教
育
次
長

▲�児童クラブを楽しみに利用している子供たち（福井団地児童クラブ）

▶�

部
活
動
を
楽
し
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い

第 68 号（12）

一
般
質
問



２
つ
の
水
道
事
業
の�

�

統
合
は

樋
口��

今
、
牟
礼
地
区
と
三
水

地
区
の
水
道
事
業
の
統
合
を
進

め
る
理
由
は
。
ま
た
、
そ
の
メ

リ
ッ
ト
は
。

町
長��

合
併
当
時
、
三
水
地
区

の
水
道
問
題
や
双
方
の
水
道
料

金
が
違
っ
た
。
平
成
21
年
に
料

金
を
統
一
し
た
。
こ
こ
に
き
て

三
水
地
区
の
水
源
確
保
に
先
が

見
え
た
こ
と
や
、
浄
水
場
の
更

新
時
期
に
当
た
る
。
県
へ
の
認

可
申
請
を
ま
と
め
て
行
う
と
費

用
が
安
い
。
浄
水
場
を
１
つ
減

ら
す
だ
け
で
も
大
き
な
効
果
。

樋
口��

民
間
企
業
で
い
う
対
等

合
併
か
。

建
設
水
道
課
長��

令
和
３
年
度

貸
借
対
照
表
上
、
現
金
預
金
残

高
が
同
程
度
で
、
対
等
合
併
に

当
た
る
。

樋
口��

統
合
の
手
続
と
統
合
の

時
期
は
い
つ
か
。

建
設
水
道
課
長��

基
本
計
画
は

昨
年
度
か
ら
着
手
し
、
本
年
度

中
に
完
成
予
定
。
令
和
５
年
度

中
に
事
業
認
可
申
請
を
県
知
事

に
行
い
、
６
年
度
か
ら
飯
綱
町

水
道
事
業
と
し
て
統
合
の
予
定
。

県
の
水
道
ビ
ジ
ョ
ン�

�

へ
の
参
加
は

樋
口��

県
の
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
に
基
づ
い
た
10
広
域
圏

単
位
な
ど
で
の
経
営
効
率

化
議
論
へ
の
参
加
に
ど
う

対
処
す
る
か
。

町
長��
経
営
統
合
や
技
術

面
の
共
同
、
物
の
共
同
購

入
な
ど
の
経
営
合
理
化
も

あ
る
。
実
際
に
統
合
や
運

営
す
る
に
は
町
民
へ
の
十

分
な
説
明
と
理
解
が
必
要

で
時
間
を
要
す
る
。
技
術

者
の
確
保
な
ど
は
前
向
き

に
検
討
し
た
い
。

公
営
企
業
会
計
と
し
て

�

留
意
す
る
こ
と
は

樋
口��

公
営
企
業
会
計
の
目
的

は
。

建
設
水
道
課
長��

企
業
性
の
発

揮
と
公
共
の
福
祉
の
増
進
を
経

営
の
基
本
と
し
、
経
営
に
要
す

る
経
費
は
そ
の
経
営
に
伴
う
料

金
を
も
っ
て
充
て
る
独
立
採
算

制
が
原
則
。

樋
口��

水
道
事
業
の
原
状
と
評

価
は
。

建
設
水
道
課
長��

平
成
21
年
か

ら
消
費
税
の
上
乗
せ
以
外
、
水

道
料
金
を
上
げ
て
い
な
い
。
営

業
利
益
は
慢
性
的
な
赤
字
で
経

営
は
非
常
に
厳
し
い
。

樋
口��

公
営
企
業
会
計
の
原
則

か
ら
水
道
料
金
の
見
直
し
が
必

要
だ
が
、
水
道
料
金
は
全
国
や

県
と
比
較
し
て
ど
う
か
。

建
設
水
道
課
長��

10
㎥
当
た
り

消
費
税
込
で
、
県
の
１
７
４
１

円
、
国
の
１
５
９
０
円
に
比
し

て
町
は
１
３
７
５
円
と
安
い
。

樋
口��

町
の
料
金
が
安
い
こ
と

で
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の
か
。

建
設
水
道
課
長��

国
の
平
均
よ

り
安
い
と
国
庫
補
助
金
事
業
と

し
て
採
択
さ
れ
な
い
事
業
が
あ

る
。

樋
口��
費
用
を
削
減
す
る
方
策

は
あ
る
か
。

建
設
水
道
課
長��

有
収
率
を
上

げ
る
こ
と
。

有
収
率
を
向
上
さ
せ
る

方
策
は

樋
口　
令
和
３
年
度
の
有
収
率

は
69
％
だ
が
全
国
は
90
％
前
後
。

有
収
率
を
上
げ
る
と
そ
の
分
の

水
道
水
を
供
給
す
る
必
要
が
な

く
、
電
気
代
、
浄
水
材
等
の
費

用
が
減
少
す
る
。
有
収
率
を
上

げ
る
こ
と
は
緊
急
の
責
務
。
各

家
庭
で
の
漏
水
の
有
無
も
含
め
、

徹
底
し
た
対
策
と
そ
の
た
め
の

予
算
計
上
は
。

町
長　
水
道
事
業
の
向
う
10
年

計
画
を
作
成
中
で
あ
り
、
有
収

率
向
上
の
予
算
措
置
や
個
々
の

家
庭
へ
の
漏
水
有
無
の
呼
び
か

け
な
ど
実
施
し
た
い
。

２つの水道事業の統合はいつか
　��令和６年度に統合の予定

樋口�功議員

建設水道
課長

▶�

町
内
浄
水
場
の
ひ
と
つ��

飯
綱
浄
水
場

有収率とは
作った水道水の量と収入に

なった水道水の量の比率
…高いほど効率的
→ 無駄な水道水を作らずに 

済む
→ 電気量、浄水材等の費用が 

減る
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町
長
の
文
化
へ
の��

�

想
い
は

石
川　
コ
ロ
ナ
禍
で
人
の
交
流

も
無
く
イ
ベ
ン
ト
も
減
っ
て
き

て
い
る
。
実
際
に
活
動
す
る
団

体
へ
支
援
が
必
要
と
思
う
。
地

域
が
元
気
に
な
る
こ
と
は
大
事

だ
。
実
際
の
予
算
付
け
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

町
長　
飯
綱
権
現
太
鼓
な
ど
の

文
化
団
体
、
ま
た
文
化
協
会
が

催
す
事
柄
に
つ
い
て
は
、
町
や

教
育
委
員
会
が
助
成
し
て
い
る
。

文
化
協
会
に
つ
い
て
は
年
間
一

定
額
、
器
具
な
ど
の
購
入
に
至

っ
て
は
そ
の
都
度
ご
と
に
行
っ

て
き
て
い
る
。

石
川　
県
は
文
化
振
興
事
業
団

を
通
し
て
「
信
州
ア
ー
ツ
カ
ウ

ン
シ
ル
」
と
い
う
事
業
を
立
ち

上
げ
た
。
こ
う
い
っ
た
事
業
を

町
民
に
周
知
し
て
い
く
こ
と
も

大
事
で
は
。

町
長　
コ
ン
サ
ー
ト
に
招
か
れ

る
な
ど
、
文
化
の
香
り
の
す
る

飯
綱
町
は
私
も
大
好
き
で
あ
り
、

研
究
し
て
取
り
入
れ
て
い
き
た

い
。

石
川　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
実
際
の

活
動
状
況
は
。

教
育
次
長　

平
成
30
年
以
降
、

文
化
協
会
へ
は
年
70
万
円
補
助

し
て
い
る
。
令
和
３
年
度
は
コ

ン
サ
ー
ト
の
中
止
な
ど
に
よ
り

50
万
円
の
決
算
と
な
っ
た
。
令

和
２
、
３
年
は
中
止
が
続
い
た

状
況
だ
が
、
徐
々
に
活
動
も
始

め
て
い
る
。

石
川　
企
画
課
で
文
化
政
策
を

扱
っ
て
は
。

町
長　
民
間
の
力
を
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
こ
に
町

の
支
援
や
そ
の
事
業
等
の
導
入

に
つ
い
て
仲
介
の
労
を
大
い
に

や
っ
て
い
く
。

石
川　
カ
ン
マ
ッ
セ
い
い
づ
な

に
文
化
事
業
を
委
託
し
て
も
良

い
の
で
は
。

町
長　
「
今
日
は
ニ
ュ
ー
イ
ヤ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
だ
ね
」
と
い
う

よ
う
な
企
画
や
段
取
り
を
し
て

く
れ
る
よ
う
な
事
業
団
が
う
ま

く
育
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
う
。

職
員
の
配
置
と�

�
�

人
材
育
成
は

石
川　
Ｄ
Ｘ
推
進
室
な
ど
、
課

を
横
断
し
て
の
連
携
は
素
晴
ら

し
い
が
、
各
課
に
お
い
て
の
職

員
の
配
置
は
適
当
か
。

副
町
長　
人
員
配
置
に
対
す
る

要
望
の
聞
き
取
り
を
行
い
、
適

切
な
数
の
人
員
配
置
に
努
め
て

い
る
。
緊
急
的
な
対
応
で
も
年

度
途
中
で
の
人
事
異
動
で
随
時

行
い
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。

石
川　
過
剰
な
残
業
は
な
い
か
。

ま
た
、
休
職
者
は
い
る
か
。

副
町
長　
仕
事
の
内
容
に
よ
っ

て
は
、
職
員
に
掛
か
る
負
担
が

多
く
な
っ
て
い
る
状
況
。
現
時

点
で
休
職
扱
い
の
者
は
1
名
い

る
。

石
川　
定
年
制
延
長
の
話
に
つ

い
て
町
長
の
考
え
は
。

町
長　
65
歳
ま
で
に
な
る
に
は

10
年
ほ
ど
向
こ
う
。
能
力
的
に

も
勿
体
な
い
の
で
賛
成
。

石
川　
飯
綱
病
院
の
事
務
長
選

定
の
経
過
は
。
町
営
も
し
く
は

直
営
で
あ
る
な
ら
ば
役
場
職
員

で
あ
っ
て
も
良
い
の
で
は
。

町
長　
病
院
関
係
の
人
事
に
つ

い
て
は
、
病
院
長
と
深
く
相
談

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

副
町
長　
病
院
の
事
務
長
人
事

は
ど
こ
の
自
治
体
で
も
非
常
に

苦
労
し
て
い
る
の
が
実
情
。
病

院
経
営
は
診
療
報
酬
を
も
と
に
、

ス
タ
ッ
フ
や
設
備
等
の
更
新
を

図
り
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
、

事
務
長
を
す
る
に
は
そ
れ
な
り

の
キ
ャ
リ
ア
が
必
要
。

石
川　
特
殊
な
事
情
は
理
解
し

て
い
る
が
、
先
を
見
据
え
て
の

人
材
育
成
は
大
事
で
は
。

町
長　
病
院
に
限
ら
ず
、
役
場

の
課
長
、
次
長
た
ち
に
つ
い
て

も
、
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
受
け
て

い
く
人
材
を
確
保
し
育
て
て
い

く
こ
と
は
行
政
の
課
題
で
あ
る
。

地域芸能の育成を
民間の力を活用していきたい

石川�信雄議員

町
長

▲�成人式での飯綱権現太鼓

▲�ホスピタリティある窓口対応
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フ
ァ
ミ
サ
ポ
事
業
の�

�

課
題
と
対
策
は

瀧
野��

町
総
合
計
画
他
、
各
種

計
画
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
事

業
の
課
題
は
。

教
育
次
長��

提
供
会
員
の
高
齢

化
・
新
規
会
員
の
減
少
、
申
込

か
ら
利
用
ま
で
の
時
間
等
、
使

い
勝
手
が
悪
い
点
。

瀧
野��

保
護
者
ニ
ー
ズ
調
査
で

は
利
用
希
望
が
17
・
４
％
。
一

定
の
期
待
値
が
あ
る
。
地
域
の

潜
在
的
子
育
て
力
を
発
揮
す
る

更
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
。

教
育
次
長��
国
の
新
補
助
事
業

と
し
て
子
育
て
世
帯
訪
問
支
援

臨
時
特
例
事
業
な
ど
が
あ
り
、

家
事
支
援
と
し
て
食
事
の
準
備
、

洗
濯
、
掃
除
、
買
い
物
代
行
支

援
、
育
児
支
援
と
し
て
保
育
所

等
へ
の
送
迎
支
援
が
あ
る
。
フ

ァ
ミ
サ
ポ
事
業
の
充
実
と
と
も

に
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
を
研
究

し
た
い
。

瀧
野��

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

利
用
者
や
、
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

で
の
担
い
手
確
保
の
可
能
性
は
。

教
育
長��

子
育
て
経
験
者
が
起

業
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立
ち
上
げ
、

活
動
さ
れ
れ
ば
可
能
性
が
広
が

る
。
起
業
と
い
う
面
か
ら
も
ワ

ー
ク
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
広
が

っ
て
い
け
ば
い
い
。

瀧
野��

最
初
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
展

開
す
る
の
は
難
し
い
の
で
、
フ

ァ
ミ
サ
ポ
を
足
掛
か
り
と
し
て
、

提
供
会
員
と
し
て
経
験
を
積
ん

で
い
た
だ
く
の
は
ど
う
か
。
初

回
活
動
時
に
は
複
数
で
活
動
し
、

１
人
は
提
供
会
員
と
し
て
、
他

は
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
町
で

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
す
る
の

は
ど
う
か
。

教
育
長��

支
援
セ
ン
タ
ー
の
保

育
士
の
手
が
午
後
に
比
較
的
空

く
の
で
、
訪
問
型
支
援
に
同
行

す
る
な
ど
も
検
討
し
て
い
く
。

瀧
野��

一
時
的
な
保
育
が
必
要

で
あ
れ
ば
保
育
園
の
一
時
預
か

り
、
小
学
生
で
あ
れ
ば
児
童
ク

ラ
ブ
の
利
用
が

で
き
る
が
、
そ

れ
ら
が
利
用
で

き
な
い
時
間
帯

の
サ
ー
ビ
ス
を

補
完
す
る
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
と

も
言
え
る
。
利

用
者
要
望
も
含

め
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の

開
館
時
間
の
拡

大
は
。

教
育
次
長��

現

段
階
で
は
難
し

い
。
ニ
ー
ズ
把

握
し
た
い
。

瀧
野　
移
住
者

で
近
く
に
親
族

が
い
な
い
子
育

て
世
帯
へ
の
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
を
。

町
長　
子
育
て

が
し
や
す
い
町
、
地
域
で
援
助

す
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
隣
の
子
ど
も
も
う
ち
の
子

ど
も
と
い
う
雰
囲
気
を
醸
成
し

て
い
く
、
こ
れ
か
ら
は
ソ
フ
ト

事
業
の
時
代
と
実
感
し
て
い
る
。

部
活
動
の
地
域
移
行�

�

早
期
取
組
を

瀧
野��

全
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
協
議
体
制
、
施
設
の
確
保

策
は
。

教
育
次
長��

指
導
員
等
の
確
保

体
制
の
整
備
が
優
先
。
早
い
段

階
で
準
備
委
員
会
を
含
め
、
協

議
会
、
各
機
関
と
の
連
絡
調
整

す
る
機
関
を
立
上
げ
る
。
施
設

確
保
や
保
護
者
の
費
用
負
担
は
、

来
年
度
か
ら
詰
め
る
。

ファミリーサポート

地域の潜在的子育て力の発揮を
事業の充実と他のサービスを研究

瀧野�良枝議員

教
育
次
長

ファミリー
サポートの
しくみ

育児の援助を
受けたい方
（依頼会員）

育児の援助を
行いたい方
（提供会員）

ファミリーサポートセンター
（アドバイザー）

提供会員と依頼会員の
引き合わせと連絡

▲�部活動の地域移行
　地域の受け皿確保が急務

▲�子育て支援　地域力の活用を

一
般
質
問

（15）長野県　飯綱町議会だより



く
ろ
さ
き
跡
地
の
売
却
話

中
井��

福
井
団
地
の
ス
ー
パ
ー

く
ろ
さ
き
の
跡
地
に
、
太
陽
光

発
電
施
設
建
設
の
計
画
が
あ
る
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
も
い
い

が
、
団
地
の
ど
真
ん
中
で
な
く

て
も
い
い
と
思
う
。
周
辺
の
住

民
や
区
内
の
一
部
の
住
民
は
反

対
し
、
区
も
反
対
の
意
見
書
を

提
出
し
て
あ
る
。景
観
計
画（
景

観
条
例
）
に
照
ら
せ
ば
太
陽
光

発
電
施
設
は
建
設
で
き
な
い
。

し
か
し
、
事
業
者
は
住
民
説
明

会
を
引
き
続
き
開
催
し
て
い
る
。

　
こ
の
跡
地
に
つ
い
て
、
過
去

に
牟
礼
村
あ
る
い
は
飯
綱
町
に

売
却
の
話
が
あ
っ
た
か
。

町
長��

定
か
で
は
な
い

が
、
か
な
り
昔
に
土
地

を
使
い
た
い
か
と
打
診

が
あ
っ
た
記
憶
が
あ
る
。

景
観
条
例
の��

�

有
効
性

中
井��

景
観
計
画
の
第

４
章
（
３
）「
手
続
き

の
流
れ
」
の
フ
ロ
ー
チ

ャ
ー
ト
の
行
き
先
に
は

「
行
為
の
着
手
」
し
か

な
い
。
行
為
の
否
決
・

中
止
等
が
無
い
。
フ
ロ

ー
チ
ャ
ー
ト
の
中
心
は

「
景
観
計
画
と
の
適
合

検
査
」
だ
が
、
適
合
し

な
い
場
合
は
「
指
導
」

と
な
っ
て
い
る
。
景
観

計
画
で
は
防
ぐ
つ
も
り

は
な
い
の
か
。

町
長��

上
位
の
法
律
で

あ
る
景
観
法
に
基
づ
い

て
お
り
、
業
者

に
対
し
て
駄
目

と
は
言
え
な
い
。

あ
く
ま
で
も
景

観
計
画
に
合
致

す
る
よ
う
要
望

を
出
し
、
業
者

に
そ
の
要
望
に

合
わ
せ
て
い
た

だ
く
だ
け
で
あ

る
。
そ
の
中
で
、

業
者
は
採
算
性

を
考
え
、
計
画

を
中
止
す
る
こ

と
も
あ
る
。

景
観
条
例

�

の
実
効
性

中
井　
指
導
に
従
わ
な
い
場
合

は
、
最
高
50
万
円
の
罰
金
と
な

っ
て
い
る
。
50
万
円
払
え
ば
い

い
の
か
。
計
画
で
は
、
防
げ
な

い
の
か
。

町
長　
違
法
行
為
で
あ
れ
ば
、

別
の
法
律
・
条
例
で
差
し
止
め

る
。自

然
環
境
保
全
条
例
の

�

実
効
性

中
井　
町
の
自
然
環
境
保
全
条

例
の
第
18
条
に
は
、
町
の
許
認

可
権
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
認
可

の
条
件
の
4
項
目
の
内
、
第
３

項
に
は
、
関
係
住
民
及
び
関
係

住
民
自
治
組
織
の
意
見
が
反
映

さ
れ
た
計
画
で
あ
る
こ
と
。
第

４
項
に
は
、
そ
の
他
法
令
で
定

め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ

と
、
と
あ
る
。
住
民
の
意
見
が

反
映
さ
れ
て
い
な
い
、
あ
る
い

は
、
景
観
計
画
を
満
た
し
て
い

な
い
場
合
は
、
町
長
は
許
可
し

な
い
の
か
。

町
長　
町
長
で
あ
る
私
は
、
許

可
し
な
い
。

太陽光発電施設

福井団地内の計画は
自然環境保全条例を厳密に適用する

中井�寿一議員

町
長

▲�景観計画より抜粋。行き先は行為の着手のみ

▲�くろさき跡地（左の建物は郵便局）

第 68 号（16）

一
般
質
問



伊
藤　
国
は
、
平
成
16
年
犯
罪

被
害
者
等
支
援
法
を
制
定
し
た
。

こ
れ
は
、
犯
罪
被
害
者
等
の
た

め
の
施
策
の
基
本
理
念
を
明
ら

か
に
し
、
国
、
地
方
公
共
団
体

及
び
そ
の
他
の
関
係
機
関
並
び

に
民
間
団
体
連
携
の
下
、
犯
罪

被
害
者
等
の
た
め
の
施
策
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
対
し

て
の
認
識
は
。

町
長　
殺
人
や
性
被
害
な
ど
は
、

ひ
ど
い
目
に
あ
っ
た
ね
、
自
分

の
家
で
な
く
て
良
か
っ
た
と
の

思
い
が
先
ん
じ
て
、
被
害
者
に

も
何
か
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
隣
に
い
て
は

困
る
。
出
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

の
思
い
を
抱
く
こ
と
も
あ
る
の

か
。
ま
た
、
二
次
被
害
も
あ
り
、

生
活
保
障
、
支
援
に
取
り
組
む

べ
き
と
考
え
る
。

伊
藤　
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条

例
は
、
坂
城
町
で
は
２
０
２
０

年
９
月
に
、
大
変
痛
ま
し
い
事

件
に
巻
き
込
ま
れ
、
自
宅
に
住

み
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
状

況
が
生
み
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た

犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
の
た
め

に
、
ま
た
、
長
野
県
で
は
２
０

２
２
年
４
月
に
施
行
さ
れ
て
い

る
。
阿
部
知
事
は
、
そ
の
折
の

会
見
で
各
地
方
公
共
団
体
に
お

い
て
も
早
く
制
定
を
と
呼
び
か

け
た
。

　
条
例
制
定
に
向
け
早
急
に
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、
見

解
は
。

町
長　
県
に
条
例
が
あ
れ
ば
支

援
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
る
。

佐
久
市
で
は
、
今
年
度
中
に
策

定
予
定
と
の
こ
と
。
難
し
い
課

題
で
は
あ
る
が
、
検
討
し
た
い
。

統
一
協
会
と
の
関
係
は

伊
藤　
統
一
協
会
と
政
治
家
と

の
関
係
が
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
国
会
議
員
だ
け
で
な

く
、
地
方
公
共
団
体
や
地
方
議

員
と
も
関
係
を
築
こ
う
と
し
て

お
り
、
過
日
、
新
聞
紙
上
で
県

知
事
や
市
町
村
長
と
の
関
わ
り

が
報
道
さ
れ
た
。

　
町
長
は
、
統
一
協
会
関
連
団

体
の
会
合
に
招
か
れ
た
り
、
ス

ピ
ー
チ
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ

た
り
し
た
こ
と
は
な
い
か
。

町
長　
７
月
３
日
に
平
和
と
日

韓
友
好
を
目
的
と
し
た
ピ
ー
ス

ロ
ー
ド
が
通
過
し
た
折
、
挨
拶

を
し
た
。
後
日
、
関
連
団
体
の

主
催
と
気
が
つ
い
た
。

　
平
和
を
守
る
活
動
へ
は
、
や

り
繰
っ
て
参
加
し
て
き
た
。
こ

れ
か
ら
も
そ
う
し
た
い
。

伊
藤　
安
曇
野
市
で
は
、
統
一

協
会
関
連
団
体
が
開
催
し
た
イ

ベ
ン
ト
に
教
育
委
員
会
が
後
援

し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
飯
綱
町
で
は
、
イ
ベ
ン

ト
等
で
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、

確
認
さ
れ
て
い
る
か
。

町
長　
任
期
中
に
は
な
い
。

伊
藤　
統
一
協
会
に
関
し
て
の

相
談
は
あ
っ
た
か
。

住
民
環
境
課
長　
消
費
者
相
談

に
あ
た
り
、
長
野
広
域
で
受
け

て
い
る
が
、
町
民
か
ら
の
相
談

は
な
い
。

犯罪被害者等支援条例の制定を
難しい課題だが、検討したい

伊藤�まゆみ議員

町
長

▲�平静を守る運動は大事なのですが…

▲�この笑顔が守られる社会へ

一
般
質
問

（17）長野県　飯綱町議会だより



サ
ポ
ー
タ
ー
、
生
活
支
援

サ
ポ
ー
タ
ー
の
育
成
を
図

り
、
よ
り
活
躍
で
き
る
よ

う
支
援
す
る
こ
と
。

５　
人
づ
く
り

　
・�

住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

に
対
応
す
る
た
め
、
住
民

主
体
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
組

織
や
協
力
体
制
を
構
築
し
、

リ
ー
ダ
ー
育
成
に
注
力
し

な
が
ら
、
誰
も
が
気
軽
に

参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り

と
き
っ
か
け
づ
く
り
に
努

め
る
こ
と
。

６　
ま
ち
づ
く
り

　
・�

社
会
的
な
現
象
で
あ
る
少

子
化
の
中
に
あ
っ
て
、
人

口
減
少
を
加
速
さ
せ
な
い

た
め
に
は
、
町
へ
の
移
住

者
を
増
や
す
こ
と
が
大
切

で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
移

住
希
望
者
の
目
線
に
立
っ

て
さ
ら
に
効
果
的
な
施
策

を
推
し
進
め
る
こ
と
。

　
・�

行
政
は
率
先
し
地
域
の
模

範
と
な
る
よ
う
、
女
性
管

理
職
の
登
用
を
積
極
的
に

進
め
る
こ
と
。

―
―
―
一
部
抜
粋
―
―
―

テ
ー
マ

１　
環
境
づ
く
り

　
・�

田
園
・
里
山
地
域
に
お
け

る
伝
統
的
な
生
活
と
文
化

を
次
代
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
。

２　
生
活
づ
く
り

　
・�

地
域
住
民
が
運
行
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
事

業
の
仕
組
み
を
、
町
が
各

集
落
と
協
議
し
開
始
す
る

こ
と
。

３　
産
業
づ
く
り

　
・�

半
農
半
ｘ
に
よ
り
農
業
に

関
わ
る
人
口
増
加
を
目
指

し
、
家
族
農
業
、
小
規
模

農
家
へ
の
支
援
拡
充
を
す

る
こ
と
。

　
・�

町
の
発
注
す
る
公
共
事
業

に
当
た
っ
て
は
、
小
規
模

事
業
者
登
録
制
度
の
周
知

を
図
り
、
可
能
な
限
り
地

元
業
者
が
受
注
の
機
会
を

得
ら
れ
る
施
策
を
引
き
続

き
講
ず
る
こ
と
。

４　
生
き
が
い
づ
く
り

　
・�

隣
近
所
や
地
域
の
力
を
活

用
す
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で

き
る
よ
う
、
飯
綱
町
地
域

⑸���

当
町
全
域
が
過
疎
地
域
に

指
定
さ
れ
た
が
、
早
期
の
過

疎
地
域
か
ら
の
脱
却
を
目
指

し
当
該
事
業
を
推
進
す
る
こ

と
。

⑹�　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）
の
活
用
を
推
進

し
、
誰
も
が
共
通
認
識
と
と

ら
え
ら
れ
る
よ
う
、
啓
発
、

実
行
、
達
成
に
向
け
進
め
る

こ
と
。
ま
た
、
町
は
電
気
自

動
車
の
普
及
促
進
を
目
的
と

し
、
庁
舎
に
Ｅ
Ｖ
用
充
電
設

備
を
設
置
す
る
こ
と
。

　
議
会
報
モ
ニ
タ
ー
か
ら
の
意

見
や
要
望
も
含
め
、
各
常
任
委

員
会
で
検
討
後
、
議
会
全
員
協

議
会
で
確
認
し
、
正
副
議
長
、

２
常
任
委
員
長
が
令
和
５
年
度

に
対
す
る
予
算
・
政
策
要
望
書

（
６
テ
ー
マ
、
68
項
目
）
を
町

長
に
提
出
し
た
。

重
要
項
目

⑴���

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
住
民
自

治
を
発
展
さ
せ
る
た
め
「
飯

綱
町
自
治
基
本
条
例
」
を
制

定
す
る
こ
と
。

⑵���

町
は
「
子
ど
も
条
例
」
を

制
定
し
、
子
育
て
、
教
育
に

関
す
る
町
の
理
念
と
基
本
政

策
を
確
立
す
る
こ
と
。

⑶���

集
落
機
能
、
地
域
活
力
の

低
下
が
進
む
中
で
、
集
落
創

生
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も

に
町
と
し
て
、
課
題
別
、
地

域
別
に
集
落
連
携
を
進
め
、

持
続
可
能
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
仕
組
作
り
を
推
進
す
る
こ

と
。

⑷���

財
政
を
鑑
み
、
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
き

個
別
計
画
の
策
定
を
進
め
、

持
続
可
能
な
町
づ
く
り
を
推

進
す
る
こ
と
。

住み良く暮らしやすい町へ
令和５年度予算・政策要望書

 10月5日提出

第 68 号（18）

予
算·

政
策
要
望



令和４年度 飯綱町管内 県事業要望等にかかる要望箇所
令和４年９月９日提出

飯綱町議会は、毎年、町内の現場を回り改良工事の実施を求めて、県に道路、河川等の工事の要望をあ
げています。

▲牟礼本町
ガード下の見通しが悪く、交差点改良

▲華表橋（とりい橋）
歩道設置工事中

▲牟礼永江線
倉井・赤東　狭隘箇所の幅員整備、歩道の設置等

※現在、進行中のものを含め、他にも数か所に及び町内の現場をチェックしています。

▲

長
野
荒
瀬
原
線

　

御
所
之
入　

荒
瀬
原
方
面
へ
の
幅
員
拡
幅

▲

斑
尾
川

　

�

水
害
防
止
の
た
め
の
浚
渫
と
各
用
水
の
取
水
口

付
近
の
浚
渫

（19）長野県　飯綱町議会だより

県
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 議会だより第67号（6月定例会） 

� モニターアンケートにお答えします

Ｑ	 	　私自身もそうですが、日々の子育てや仕事に追われ、議会だよりをじっくりと読むことになか
なか時間を使えないのが現状です。正直、議会だよりを開いたのは初めてに近いぐらいです。例
えば、QRコードを表示し、場所を問わず、時間がある時に見られるようにするなどお願いしたい
と思います。

Ａ　	　今号より、表紙ページにQRコードを表示しました。そちらを読み込んで頂きますと、オンラ
インでお読みいただけます。また、今後の町のDX（デジタル技術を社会に浸透させて人々の生
活をより良いものへと変革すること）事業の進捗状況に合わせて随時、改善して参ります。

Ｑ	 	　議員がどうしてこの質問をしたか、議員の「思い・考え」の他、「町の背景」・「地域の課題・期
待」など、解説や補足説明を加えて欲しい。そうすることで、町民は質問の意義（町民への影響）
が分かり易くなるのではないか、と考える。

Ａ　	　議会だよりでの各議員の一般質問のページでは、880字という文字数制限があり
ます。実際には、質問に付随するあれこれも述べていたりもします。現在、一般質
問の動画配信もしておりますので、そちらも是非、ご覧ください。�� � �
　町HPの【飯綱町議会情報】をクリック→【議会事務局の会議録】をクリック→【各
定例会】会議録をクリック

Ｑ	 	　「常任委員会の社協視察」視察先の状況や考察の他に、社協（町民が会員、町の支援もある）の
運営等について、どう評価されたか、また、議会として、課題等について、今後どのように取り
組んでいかれるのか、議会・視察議員の考えも聞かせて（掲載して）欲しかった。

Ａ　	　ご意見ありがとうございます。早速、今号では限られた紙面ではありますが、視察研修へ赴い
た議員８名の報告を掲載しております（22ページ）。

Ｑ	 	　自分の住んでいる町をより良い町にしょうと細かい事を地味にコツコツと動いていたり、考え
ている町民もいますので、そんな活動や意見を吸い上げていただけるといいなあと思います。

Ａ　	　小さな声を吸い上げ行政に反映するのが議員の役目です。素敵な活動であれば、議会だよ
りで取り上げることもあります。どうぞ気軽に議員にお伝えください。電子メールでも構いま
せん。議会事務局のメールアドレスは、下記の通りです。皆様の情報をお待ちしています。�
gikai@town.iizuna.nagano.jp

第 68 号（20）
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Ｑ	 	　令和4年6月定例会議案に対する各議員の賛否結果ですが、渡邊千賀雄議長さんだけ（―）。そ
れは議会に欠席?それとも議長のため?

Ａ　	　議長は、あくまでも会議を進める役です。議論がそれたりしないようにするのが仕事です。賛
成や反対を誘導したり、どちらかの肩を持つような発言は禁止されています。従って、通常はそ
の案件に賛成や反対することはできません。唯一、賛成反対が同数の場合のみ、賛成反対を決定
することができます。これを議長の裁決権と呼びます。

Ｑ	 	　議会だよりで条例の廃止、改正が載りますが、そもそもその条例があったことを知りません。
現在、町にどんな検討をされているのか、知らずに暮らしていたんだと実感しました。�

Ａ　	　法律や条例を意識している人の方が稀だと思います。多分、町の職員か弁護士くらいかもしれ
ませんし、たぶん議員もそうだと思います。自動車免許を持っている方すら、全部を知っている
わけではありませんし、間違って憶えている方も多数見られます。しかし、何か事を起こそうと
いうとき、あるいは問題に巻き込まれたときは、重要な味方になります。法律や条例は、単なる
秩序を保つものではなく、公平性を保つ為のものです。条例は、町ホームページに掲載されてい
ますし、自分を助けてくれる条例があるかないかを気軽に町職員に相談することもできます。ど
うか、困ったときは頼りにしてください。

栃木県野木町議会視察受入の様子（10月21日議場にて）

傍聴にもお出かけください

（21）長野県　飯綱町議会だより
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▲�研修の様子

最近、議員定数改正を行った2議会を視察研修
去る10月13日に議会運営委員会と正副議長が議員定数について、
川上村議会と榛

しん

東
とう

村議会（群馬県）を視察研修しました。
以下、参加議員の感想です。

川上村議会��2019年12人→10人��人口4,285人（令和3年）
　定数削減の話は10年ぐらい前に議会からでた。無投票が２回続い
て村民の中にも定数削減に賛成の人が多くなった。地区代表的な
議員の選出になっているため、人口の少ない集落は議員を出せない
という意見もあったが、他の町村と比べて定数が多く、定数削減した。

榛東村議会��2021年14人→12人��人口14,542人（令和3年）
　令和元年に、あり方検討特別委員会を設置し、議員定数につい
て他市町村の状況を調査した。12人で議会運営しても支障がなくで
きた。村民からも定数削減はやむを得ないとの意見が多くあり定数
削減した。

このたび、本町議会運営委
員会は行政視察として川上村
議会、榛東村議会を訪問し議
員定数報酬問題等について勉
強をした。今後この２村の取
り組みを参考に今後の議会改
革の一助とする。

•川上村　人口対比による定
数。少数精鋭で審議に問題
なし。

•榛東村　１年７か月かけ議
会あり方検討委員会で定数
条例改正。

　今後、研修等を踏まえた議
員間の充分な検討と住民説明
会が必要だと思う。

•川上村　町部局と対峙する
議会でなかったため、削減
に疑問を持たなかったので
は。

•榛東村　議会活動を見せる
努力不足のため、流された
削減だったのでは。議会の
あるべき姿の議論が不足。

川上村は、ほとんどの議員
が1期で辞め新人と入れ替わ
り、議会として成熟していけ
ない。榛東村は、常任委員会
での審議が厳しい状況。2議会
共に2元代表制の一翼を担え
ていないと感じた。

両村議会における定数の削
減は各議会の置かれた状況に
対応したことが理解できた。
この視察内容を参考に、当町
議会の置かれた状況を的確に
分析し、理想の議員定数を研
究したい。

議員定数改正について川上
村議会で、皆に選ばれた議員
なので議会が決めれば良いと
いう意見を聴いたが、定数の
見直しについては町民の意見
を伺う必要があると感じた。

初の女性議員誕生の川上村
議会。議員12名中、女性議員
４名の榛東村議会。議員定数
を減らしながらも議員の多様
性を担保し、住民の声が届き
やすい環境整備に努める姿勢
が必要と感じた。

両村とも人口が減少した
り、議員のなり手不足が深刻
化するなかで、同程度の村を
参考に定数削減している。議
員・議会の果たす役割、必要性、
独自性を村民と共有し、横並
びでなく、特色があってもい
いのでは、と感じた。

清水�滿委員長

中島�和子委員

伊藤�まゆみ委員

原田�幸長副議長

樋口�功副委員長

青山�弘委員

瀧野�良枝委員

渡邉�千賀雄議長
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新しい町づくりへ  私の提案
第28回

先
日
、
牟
礼
小
学
校
の
５
年
生
を
稲
刈
り

見
学
で
田
ん
ぼ
に
お
迎
え
し
ま
し
た
。
私
と

し
て
は
多
少
で
も
食
育
に
携
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
嬉
し
く
、
町
や
地
域
で
の
食
育
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
を
は
じ
め
、
安
価
で
美

味
し
い
も
の
が
す
ぐ
に
手
に
入
っ
て
し
ま
う

現
代
、
作
物
の
栽
培
や
収
穫
に
触
れ
る
意
義

は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
野
菜
は
あ
ん

な
ふ
う
に
な
っ
て
い
た
。
土
っ
ぽ
い
匂
い
が

し
た
。
引
き
抜
く
の
が
大
変
だ
っ
た
。
そ
う

し
た
体
験
と
学
び
か
ら「
美
味
し
い
」や
感
謝
、

新
た
な
興
味
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

触
れ
て
学
ぶ
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
飯
綱

町（
移
住
者
の
私
に
は
そ
う
感
じ
ま
す
）。
食

育
の
機
会
が
存
分
に
与
え
ら
れ
、
こ
こ
で
育

つ
子
供
た
ち
の「
食
」が
生
涯
豊
か
で
あ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

触れて学ぶ
食育の機会を

仲俣�茜�さん
（黒川）

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
す
が
、
徐
々
に
観
光
客

が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

週
末
を
中
心
に
駅
か
ら
の
二
次
交
通「
ｉ

バ
ス
コ
ネ
ク
ト
」
が
運
行
さ
れ
一
部
施
設
に

は
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
り
ん
ご
を

中
心
と
す
る
農
業
が
基
幹
産
業
で
あ
る
飯
綱

町
で
は
、
農
産
物
は
３
か
所
の
直
売
所
で
多

く
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
ｉ
バ
ス
コ
ネ
ク
ト
」
が
３
直
売
所
や
そ
ば

処
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
、
観
光
客

や
交
通
弱
者
の
方
々
に
、
飯
綱
町
の
農
産
物

を
提
供
で
き
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
発
信
も

可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
、
観
光
客
が
本
格
的

に
戻
っ
て
来
る
前
に
ぜ
ひ
ご
一
考
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

駅からの二次交通
の充実について

相澤�亮�さん
（高坂）

手をあげて、
ありがとう

植田�剛至�さん
（東高原）

私
は
、
２
年
前
大
阪
府
よ
り
長
野
県
飯
綱

町
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
移
住
し
て
き

て
魅
力
に
感
じ
て
い
る
所
は
、
空
気
の
美
味

し
さ
、
水
の
美
味
し
さ
、
ご
は
ん
の
美
味
し
さ
、

り
ん
ご
の
美
味
し
さ
で
す
。
何
よ
り
人
が
豊

か
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
が
移
住
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
出
来
事

は
、
細
い
道
で
車
が
行
き
来
す
る
と
き
に
、
自

然
と
道
を
譲
っ
た
り
、
譲
ら
れ
た
り
す
る
こ

と
で
す
。
そ
し
て
、
両
方
が
手
を
挙
げ
て「
あ

り
が
と
う
」の
合
図
を
送
る
。
相
手
を
思
い
や

る
気
持
ち
が
心
地
よ
く
、
す
ご
く
い
い
習
慣
・

文
化
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

近
未
来
、
自
動
運
転
で
交
通
が
便
利
な
世

の
中
に
な
っ
て
も
、
私
が
感
じ
た“
い
い
”
を

次
世
代
に“
つ
な
”げ
て
い
き
た
い
と
私
は
思

い
ま
す
。
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綺
麗
だ
な
と
感
じ
ま
す
。
し
か

し
そ
の
自
然
豊
か
な
景
色
を
維

持
す
る
に
は
日
々
の
地
域
の
協

力
、
個
人
、
農
家
さ
ん
の
手
入

れ
作
業
が
あ
る
か
ら
こ
そ
で
す
。

　
子
供
の
頃
は
気
付
か
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
当
た
り
前
は
当
た

り
前
で
な
く
幸
せ
な
事
で
し
た
。

人
口
減
少
や
農
家
の
担
い
手
不

足
な
ど
様
々
な
問
題
が
あ
り
ま

す
。
ど
う
な
っ
て
い
く
か
不
安

な
事
も
あ
り
ま
す
が
、
維
持
で

き
る
所
と
改
良
し
て
い
け
る
所

と
よ
り
良
い
町
に
な
っ
て
く
れ

れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
先
人
が
苦
労
を
重
ね
て
築
い
て
き
た
堰
や
用
水
、
私
た
ち
の
命
を

つ
な
ぐ
大
切
な
水
は
ど
の
よ
う
に
築
き
あ
げ
ら
れ
今
に
繋
が
っ
て
い

る
の
か
、
自
然
と
歴
史
の
両
面
か
ら
ひ
も
解
く
、
特
別
展
が
11
月
27

日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

第
１
章　
水
の
流
れ
と
自
然

　
水
は
器
に
沿
っ
て
高
き
よ
り
低
き
に
向
か
っ
て
流
れ
、
水
流
は
地

球
の
重
力
と
地
形
・
地
質
に
支
配
さ
れ
る
。

町
を
流
れ
る
主
な
水
系
や
水
源
を
一
体
的
に
示
し
た
図
は
初
公
開
の

資
料
で
あ
る
。

第
２
章　
水
利
用
の
歴
史

　
飯
綱
町
の
水
利
用
に
関
す

る
記
録
が
現
れ
る
の
は
今
か

ら
約
４
０
０
年
前
以
降
に
な

っ
て
か
ら
。「
芋
川
用
水
水

路
図
」
希
少
な
絵
図
の
展
示
。

第
３
章　
水
環
境
の
未
来

　
２
０
５
０
年
に
は
世
界
人

口
の
40
％
以
上
の
人
が
深
刻

な
水
不
足
に
直
面
す
る
と
い

う
。
地
球
上
の
わ
ず
か
な
水

源
を
守
り
分
か
ち
合
っ
て
い

く
こ
と
が
、
現
代
の
世
界
共

通
の
目
標
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
も��

�

飯
綱
町
ら
し
い
景
色
を坂口 ゆみ さん

（毛野）

　
生
ま
れ
も
育
ち
も
飯
綱
町
で

暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。
リ
ン
ゴ

畑
が
あ
り
、
田
ん
ぼ
が
あ
り
、

自
然
豊
か
で
あ
る
こ
と
が
当
た

り
前
に
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

ふ
と
景
色
を
改
め
て
見
て
み
る

と
四
季
折
々
の
風
景
が
本
当
に

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー

生
の
声 

�

■ 12月定例会予定
11月29日～12月15日（17日間）
一般質問	 	 	 	
12月1日（木）・12月2日（金）
常任委員会	 	 	 	
12月5日（月）・12月6日（火）

こ
の
町
の
水
は
、
い
っ
た
い
ど
こ
か
ら
や
っ
て
来
る

　
町
の
水
、
ま
る
わ
か
り
！

�

（
特
別
展
チ
ラ
シ
よ
り
）
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　　委　　　員　　中島� 和子

68
号
表
紙
説
明

　
い
い
づ
な
ア
ッ
プ
ル
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
に
は
、
世
界
の
り
ん
ご

15
品
種
ほ
ど
が
育
っ
て
い
ま
す
。

併
設
の
ｉ
‒
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
で
は
、

そ
の
り
ん
ご
の
搾
り
た
て
ジ
ュ

ー
ス
が
飲
め
ま
す
。
季
節
次
第

な
の
で
、
ど
の
品
種
を
飲
め
る

の
か
は
お
楽
し
み
で
す
。
来
館

者
に
許
さ
れ
た
贅
沢
で
す
。

編
集
後
記

　

各
地
で
様
々
な
形
で
開
催
さ
れ
た
秋
祭

り
。
作
物
の
豊
穣
に
感
謝
し
、
先
人
が
切

り
開
き
、
長
年
受
け
継
が
れ
、
育
ま
れ
た

水
の
恵
み
に
も
感
謝
す
る
場
で
も
あ
り
ま

し
た
。
生
き
て
い
く
上
で
不
可
欠
な
水
、

安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
水
、
水
に
つ
い

て
改
め
て
考
え
て
み
る
の
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。	

（
良
）

い
い
づ
な
歴
史
ふ
れ
あ
い
館

︱
特
別
展
開
催
中

飯
綱
町
と
水
の
恵
み

▲�“水の神”と称えられた両名の掛軸と希少な絵図
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